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童謡賛歌⑦

いい旅、二人旅、心の旅 現代版「西国巡礼の旅」

二十六番札所

生き生きネットワーク
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ちばのいちばん物語Vol.7

オープンカレッジ

●選者・秋葉四郎／名取 里美

塚本 恒行

病をふせぐ

2004年・春夏号

表紙イラスト■野田市在住のイラストレーター・本橋 尚徳

さんが童謡「星めぐりの歌」をイメージして描いたCG作品。

本橋さんは野田出身の作曲家・山中直治の童謡の世界をＣＧ

で表現し注目を集めています。2000年、絵本『ようこそ歌

の童画館』（新科学出版社)発刊。最近では野田市役所内ふれ

あいギャラリーで「スケッチ江戸川50景展」が好評。

全面改装オープン・保養センターそとぼう、新選組陣屋跡、ほか

生涯現役 澤田忠男さん

午
後
７
時
、
宮
沢
賢
治
の
ふ
る
さ
と
岩
手
県
花
巻
市

に
「
星
め
ぐ
り
の
歌
」
の
チ
ャ
イ
ム
が
鳴
り
ま
す
。

『
新
校
本
宮
澤
賢
治
全
集
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
27
曲

の
中
で
お
そ
ら
く
最
も
有
名
な
歌
で
す
。
歌
詞
は
１
９

１
８
（
大
正
７
）
年
頃
に
書
か
れ
た
童
話
『
双
子
の
星
』

に
出
て
き
ま
す
。
賢
治
は
盛
岡
高
等
農
林
学
校
の
研
究

生
で
22
歳
。
童
話
を
作
り
始
め
た
ば
か
り
で
し
た
。
農

学
校
の
教
師
と
し
て
花
巻
へ
帰
っ
た
後
は
、
学
校
の
精

神
歌
や
応
援
歌
を
作
り
、
自
作
劇
を
上
演
す
る
な
ど
そ

の
才
能
を
発
揮
し
ま
す
。
学
校
を
辞
め
上
京
し
た
際
に

は
チ
ェ
ロ
や
オ
ル
ガ
ン
、
タ
イ
プ
、
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
語

も
学
ん
で
い
ま
す
。

七
夕
の
夜
空
を
見
上
げ
れ
ば
、
天
の
川
は
わ
し
座
の

ア
ル
タ
イ
ル
（
牽
牛

け
ん
ぎ
ゅ
う

）
と
こ
と
座
の
ベ
ガ
（
織
女
）
の

間
を
流
れ
て
、
さ
そ
り
座
の
あ
た
り
で
明
る
さ
を
増
し

て
い
ま
す
。
輝
く
星
々
を
自
由
に
旅
す
る
心
か
ら
、
や

が
て
名
作
『
銀
河
鉄
道
の
夜
』
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
こ

の
歌
の
自
筆
楽
譜
は
な
く
、
賢
治
の
死
後
に
弟
の
宮
沢

清
六
の
口
唱
を
、
親
友
だ
っ
た
音
楽
教
師
の
藤
原
嘉か

藤と
う

治じ

が
採
譜
し
た
も
の
が
今
も
歌
い
継
が
れ
て
い
ま
す
。

「キャッツ」 「佐倉茶屋」 「たかひら」

「宝　家」 「モダンタイムス」 「ばんや」

■旧盛岡高等農林学校本館
現在は岩手大学農学部付属農業教育資料館として賢治関連の
資料を一般公開しています。国指定重要文化財。
開館時間／10：00～15：00 休館日／土・日・祝祭日（4月下
旬～10月下旬は無休） 入館料／一般140円、高校生・大学生
100円、小・中学生70円　交通／JR盛岡駅からバスで約15分
019-621-6103
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作
詞
・
作
曲
　
宮
沢
　
賢
治

あ
か
い
め
だ
ま
の
　
さ
そ
り

ひ
ろ
げ
た
鷲
の
　
　
つ
ば
さ

あ
を
い
め
だ
ま
の
　
小
い
ぬ
、

ひ
か
り
の
へ
び
の
　
と
ぐ
ろ
。

オ
リ
オ
ン
は
高
く
　
う
た
ひ

つ
ゆ
と
し
も
と
を
　
お
と
す
、

ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
の
　
く
も
は

さ
か
な
の
く
ち
の
　
か
た
ち
。

大
ぐ
ま
の
あ
し
を
　
き
た
に

五
つ
の
ば
し
た
　
　
と
こ
ろ
。

小
熊
の
ひ
た
い
の
　
う
へ
は

そ
ら
の
め
ぐ
り
の
　
め
あ
て
。

■宮沢賢治記念館

花巻市内の胡四
こ し

王山
おうざん

にあり、短
歌、詩、童話、評論などさまざ
まな作品の原稿や、愛用品など
を保管・展示しています。8つの

■宮沢賢治童話村

賢治の童話の世界を体感する場
で、銀河ステーションをくぐっ
て入館すると、「賢治の学校」
「賢治の教室」「妖精の小径」

写真提供／盛岡観光コンベンション協会　花巻市役所観光課

花巻市内を流れる北上川。賢治は北上川の西岸を「イギリス海

岸」と名付け、イギリス海岸の歌も作っています

【賢治のふるさと・花巻市内のイベント】

●賢治生誕祭　
誕生日の8月27日を含む約1か月間、音楽祭や郷土芸能
の公演会、物産展などが開かれ、関連行事も多数開催。
●賢治祭
命日の9月21日に、賢治の詩の朗読や歌の合唱のほか
劇、かがり火を囲む夜間の座談会などが行われます。
★花巻市観光協会　　0198-22-5557

http://www.kanko-hanamaki.ne.jp/

「天空の広場」「山野草園」などがあります。
※開館時間等は宮沢賢治記念館に同じ。
交通／JR新花巻駅から車で約３分　　0198-31-2211

部門別展示と企画展示があり、サウンドボックスからは賢
治の作った歌曲が流れます。開館時間／8：30～16：30
休館日／12月28日～1月1日　入館料／一般350円、高校生・
大学生250円、小・中学生150円　交通／JR新花巻駅から車
で約３分　　0198-31-2319

JR花巻駅近くにある壁画「未来都市銀河地球鉄道」。特殊塗料で描かれていて、夜間、紫外線を照射すると幻想的に浮かび上がります
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人々に信仰される書写山のシンボル円教寺の摩尼殿

深い緑の中にそびえる優美な三重塔（国宝）。参拝者が絶えません（一乗寺）

■
天
空
を
駈
け
る
超
能
力
伝
説
が
残
る
山
寺

開
基
は
第
25
番
の
清
水
寺
と
同
じ
イ
ン
ド
か
ら
や
っ

て
来
た
法
道
仙
人

ほ
う
ど
う
せ
ん
に
ん

で
、
不
思
議
な
逸
話
を
残
し
て
い
ま

す
。
念
持
仏
、
仏
舎
利
、
鉄
鉢
の
み
を
携
え
て
山
に
こ

も
り
修
行
し
ま
す
。
食
べ
物
が
必
要
に
な
る
と
鉢
を
飛

聖徳太子像（国宝）など多くの寺宝を持つ一乗寺

開山堂の軒下で屋根を支える力士像は左甚五郎作とも
（円教寺）
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ば
し
て
布
施
を
受
け
取
る
仙
人
を
、
人
々

は
空
鉢

か
ら
は
ち

仙
人
と
呼
ん
で
い
ま
し
た
。
あ
る

時
、
瀬
戸
内
海
を
渡
る
船
に
鉢
を
飛
ば
し

て
供
養
米
の
布
施
を
頼
ん
だ
と
こ
ろ
拒
絶

さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
す
る
と
飛
び
帰
る

空
鉢
に
続
い
て
、
積
み
荷
の
米
俵
が
雁
の

飛
ぶ
よ
う
に
後
に
続
い
て
飛
び
去
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
驚
い
た
船
主
は
信
心
の
無
さ

を
後
悔
し
山
に
入
っ
て
法
道
仙
人
に
詫
び
、

米
俵
を
返
し
て
も
ら
っ
た
と
言
わ
れ
ま
す
。

仮本堂に座られる「おびんずるさま」。撫で
ると病気平癒にご利益があるとされますが、
よほど効果があるのかツルツル（一乗寺）

境内のあちらこちらに幾つかのお堂があります

一
乗
寺
本
堂
へ
向
か
う
急
勾
配
の
石
段
。
受
付
に
杖
が
置
か
れ
て
い
ま
す

修
理
中
の
一
乗
寺
本
堂
裏
か
ら
２
０
０
ｍ
ほ
ど
登

る
と
法
道
仙
人
を
ま
つ
る
奥
の
院
開
山
堂（
写
真
）

と
、
役
の
行
者
を
ま
つ
る
行
者
堂
が
あ
り
ま
す

■
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
で
巡
礼
す
る
「
西
の
比
叡
山
」

そ
の
後
、
こ
の
噂
は
都
に
も
伝
わ
り
、
孝
徳
天
皇
の

病
気
平
癒
祈
願
の
た
め
に
力
を
尽
く
し
た
功
賞
と
し
て
、

勅
願
に
よ
り
法
華
山
中
に
大
殿
を
建
立
さ
れ
た
と
、
荘

厳
な
山
寺
に
ふ
さ
わ
し
い
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
話
が
寺

の
起
こ
り
と
し
て
伝
わ
り
ま
す
。

■
法
華
山
の
谷
間
に
ひ
ろ
が
る
修
験
の
地
　

JR
姫
路
駅
か
ら
山
あ
い
を
縫
う
よ
う
に
走
る
バ
ス
に

揺
ら
れ
て
35
分
、
一
乗
寺
総
門
前
に
到
着
し
ま
す
。
う

っ
そ
う
と
し
た
樹
林
を
く
ぐ
り
、
本
堂
へ
と
続
く
１
６

２
段
も
の
急
な
石
段
の
途
中
に
国
宝
の
三
重
塔
が
建
ち

ま
す
。
平
安
末
期
に
建
立
さ
れ
た
日
本
で
十
指
に
入
る

古
塔
で
、
内
部
に
は
五
智
如
来
を
安
置
し
て
い
ま
す
。

大
悲
閣
と
も
呼
ば
れ
る
舞
台
造
り
の
本
堂（
重
要
文
化
財
）

は
、
平
成
10
年
９
月
に
上
陸
し
た
台
風
７
号
に
よ
り
大

き
な
被
害
を
受
け
、
現
在
は
修
理
中
で
、
残
念
な
こ
と

に
平
成
20
年
頃
ま
で
拝
観
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

人
里
離
れ
た
ま
る
で
時
が
止
ま
っ
た
か
の
よ
う
な
谷
間

に
、
鳥
の
さ
え
ず
り
と
木
槌
の
音
が
響
き
渡
り
ま
す
。



線香の煙が絶えない本堂

常行堂（重要文化財）の阿弥陀如来像

京
都
の
下
級
貴
族
の
家
に
生
ま
れ
た
性し

ょ
う

空く
う

上し
ょ
う

人に
ん

は
36

歳
で
出
家
し
、
九
州
の
霧
島
山
や
背せ

振ふ
り

山さ
ん

で
修
行
を
重

ね
た
後
の
康
保
３
年
（
９
６
６
）、
書
写
山
に
草
庵
を
営

み
寺
を
創
建
し
ま
す
。「
西
の
比
叡
山
」
と
も
称
さ
れ

る
円
教
寺
は
、
姫
路
市
内
の
最
高
峰
で
あ
る
標
高
３
７

１
ｍ
の
書
写
山
山
頂
に
あ
り
、
西
国
霊
場
の
中
で
興
福

寺
や
三
井
寺
に
次
ぐ
大
寺
で
、
隆
盛
時
に
は
壮
大
な
堂

塔
伽
藍
や
寺
域
を
誇
っ
て
い
ま
し
た
。

か
つ
て
は
巡
礼
泣
か
せ
の
寺
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
現
在
で
は
大
型
の
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
で
約
４
分
、
山

上
近
く
ま
で
通
じ
て
い
て
、
参
拝
者
だ
け
で
は
な
く
バ

ー
ド
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
な
ど
の
人
々
も
多
く
訪
れ
ま
す
。

■
深
山
幽
谷
に
建
つ
本
堂
摩
尼
殿

表
参
道
を
進
み
、
仁
王
門
を
過
ぎ
て
坂
を
下
る
と
斜

面
に
建
つ
本
堂
の
摩
尼

ま

に

殿で
ん

が
突
然
目
の
前
に
姿
を
現
し

ま
す
。
性
空
上
人
が
崖
に
は
え
る
桜
の
木
に
刻
ん
だ
と

い
う
如
意
輪
観
音
像
を
納
め
る
た
め
に
建
て
ら
れ
た
と

言
わ
れ
る
摩
尼
殿
は
、清
水
寺
の
よ
う
に
舞
台
が
あ
り
、

下
か
ら
眺
め
る
と
奈
良
の
二
月
堂
の
よ
う
に
も
見
え
ま

す
。
お
参
り
の
人
で
賑
わ
う
堂
内
に
は
、
絶
え
ず
線
香

の
煙
が
上
が
り
ま
す
。

■
山
上
に
点
在
す
る
数
々
の
堂
宇

摩
尼
殿
の
左
裏
か
ら
杉
木
立
の
参
道
を
抜
け
る
と
、

正
面
に
修
行
僧
の
寮
と
も
い
え
る
食
堂
、
右
手
に
学
問

や
修
行
を
す
る
大
講
堂
、
左
手
に
常
行
三
昧
を
す
る
修

験
道
場
の
常
行
堂
が
コ
の
字
の
形
に
並
び
ま
す
。
す
べ

て
室
町
初
期
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
、
天
台
宗
の
三
大

道
場
の
一
つ
だ
け
の
こ
と
は
あ
り
大
き
く
重
厚
な
建
築

物
に
圧
倒
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
奥
の
院
、
展
望
公
園
に

進
み
、
運
が
よ
け
れ
ば
淡
路
島
、
小
豆
島
、
さ
ら
に
四

国
も
眺
望
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

6

室町時代に建立の重要文化財・大講堂

書写山の眼下に広がる姫路の城下町

コの字型に建つ重要文化財三つ堂。右から大講堂、食堂、常行堂
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世界に誇る国宝で、平成５年に日本で初め
てユネスコの世界遺産として指定。大天守
と３つの小天守で結ばれた連立式天守閣は、
桃山時代の華麗な様式を今に伝えます。

●
世
界
文
化
遺
産
・
姫
路
城

●
お
夏
・
清
十
郎
の
比
翼
塚

江戸時代の小説や戯曲で有名な、お夏・清
十郎の霊を慰める塚（慶雲寺）。清十郎は
刑死し墓が禁じられた当時、誰となく２つ
の石を置いたのが初めといわれています。

●
姫
路
市
書
写
の
里
・
美
術
工
芸
館

昔懐かしい姫路の郷土玩具や伝統工芸品
などの製作実演や展示を見学。張子の絵
付けや、こまの色付けが体験できるコー
ナーもあります。月曜休館　 0792-67-0301

●
姫
路
城
御
屋
敷
跡
庭
園

元姫路藩主の下屋敷跡にある池泉回遊式庭
園・好

こう

古
こ

園
えん

で、姫路城を借景とした庭園は
大小９つ。鯉が泳ぐ「御屋敷の庭」を眺め
ながらの姫路名物「あなご弁当」は絶品。

●法
ほっ

華
け

山
さん

「一乗寺」

●書写
しょしゃ

山
ざん

「円教寺」兵庫県姫路市書写
2965 0792-66-3327
■入山料300円■御
詠歌 はるばるとの
ぼれば書写の山おろ
し松のひびきも御

み

法
のり

なるらん■交通 JR
姫路駅前、市営バス
書写ロープウェイ行
き20分■拝観8:30～
18:00

●姫路張子
張子は室町時代に中国から伝
来。江戸時代に反古和紙の豊
富な城下町を中心に人形や玩
具が作られ始めました。城下
町・姫路も紙の入手が容易で
あったので発展しました。

兵庫県加西市坂本町
821-17 0790-48-4000
■入山料300円（宝物
館400円往復葉書で
の予約制）■御詠歌
春は花夏は橘秋は菊
いつも妙なる法

のり

の華
はな

山
やま

■交通 JR姫路
駅前、神

しん

姫
き

バス社
やしろ

行
き35分・一乗寺下車
■拝観8:00～17:00

姫路市・姫路観光協会　　0792-21-2512
http://www.city.himeji.hyogo.jp/
加西市観光協会　　0790-42-8823
http://www.city.kasai.hyogo.jp/



千
葉
県
は
平
成
14
年
度
か
ら
「
ち
ば
エ
コ
農
業
推
進
事

業
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
農
薬
や
化
学
肥
料
を
通

常
の
２
分
の
１
以
下
に
減
ら
す
な
ど
し
て
育
て
た
野
菜
や

米
な
ど
の
農
産
物
を
「
ち
ば
エ
コ
農
産
物
」
に
認
証
し
て

8

生産者と消費者の交流を図る収穫体験ツアーも行われています

←これが「ちばエコ農産物」の目印
出荷箱や小袋などに使われています。
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い
ま
す
（
表
１
）。
ち
ば
エ
コ
農
産
物
の
栽
培
状
況
は
、

昨
年
11
月
現
在
で
29
品
目
で
す
（
表
２
）。
栽
培
面
積
が

最
も
大
き
い
の
は
だ
い
こ
ん
で
、
２
５
０
・
７
３
ha
。
次

い
で
キ
ャ
ベ
ツ
、
に
ん
じ
ん
と
な
っ
て
い
ま
す
。
県
全
体

の
農
産
物
生
産
に
占
め
る
「
ち
ば
エ
コ
農
産
物
」
の
割
合

は
、
ま
だ
ま
だ
小
さ
い
で
す
が
、
今
後
、
よ
り
多
く
の
産

地
・
生
産
者
の
「
ち
ば
エ
コ
農
業
」
へ
の
取
り
組
み
が
期

●ちばエコ農産物のお問い合わせは●
千葉県農林水産部農林振興課　　043-223-2773

ちばエコ農産物が栽培されている畑など
に設置されているほ場看板

県が定める標準的な技術基準に比べて
農薬や化学肥料が２分の１以上低減

栽培に関する履歴の記帳と情報公開

生産に使用した塩化ビニールやポリフィ
ルムなどの適正処理

生産・出荷・販売及び品質の管理体制
の整備

さらに以下の要件を満たすと「ちばエコ農業産地」に指定されます。

「ちばエコ農産物」を統一された栽培方法で５ha以上栽培し、
かつ産地として管理体制が整備された集落等

（県農林振興課資料）

待
さ
れ
て
い
ま

す
。「
ち
ば
エ

コ
農
産
物
」
の

販
売
店
は
都
市

部
を
中
心
に
県

内
10
市
町
16
店

舗
（
表
３
）
、

東
京
や
神
奈
川

に
も
販
路
を
広

げ
て
い
ま
す
。

※天候による変動もあります　　　(県農林振興課資料をもとに作成)

※食用なばな＝食用の菜の花

品　　目 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11  12

キャベツ

にんじん

だいこん

ばれいしょ

トマト

こまつな

しゅんぎく

さといも

ほうれんそう

ごぼう

たまねぎ

日本なし

水　稲

れんこん

さつまいも

いちご

食用とうもろこし

えだまめ

落花生

レタス

こかぶ

大　豆

リーフレタス

食用なばな

ね　ぎ

ミニトマト

すいか

いんげん

な　す

店　　　名　　　　　　　　　　　　所　在　地　　　　　　 電話番号　　　　　最　寄　り　駅
ジャスコマリンピア店 千葉市美浜区高洲3-13-1 043-277-6111 JR京葉線稲毛海岸駅
イトーヨーカドー幕張店　　　　　　　　 千葉市花見川区幕張町4-417-25   043-212-5511 JR総武線幕張駅
サティー稲毛店　　　　　　　　　　　　 千葉市稲毛区小仲台1-40-20 043-251-3211 JR総武線稲毛駅
千葉三越 千葉市中央区富士見2-6-1 043-224-3131 JR千葉駅
生活クラブ生協みつわ台デポ－　　　　　 千葉市若葉区みつわ台3-14-5 043-287-2414 千葉都市モノレールみつわ台駅
リブレ京成ラパーク千城台店　　　　　　 千葉市若葉区千城台北3-21-1 043-236-5511 千葉都市モノレール千城台駅
ジャスコイオン成田店　　　　　　　　　 成田市土屋山ノ崎686-3 0476-23-8300 JR成田線成田駅・京成線京成成田駅
生活クラブ生協成田ニュータウンデポ－　 成田市橋賀台1-44-6 0476-27-8804   JR成田線成田駅・京成線京成成田駅
生活クラブ生協松葉町デポ－　　　　　　 柏市松葉町3-15-1 04-7134-0697 JR常磐線柏駅

生活クラブ生協大津ケ丘デポ－　　　　　 東葛飾郡沼南町大津ケ丘3-4-1-105 04-7191-7359 JR常磐線柏駅

生活クラブ生協新松戸デポ－　　　　　　 松戸市新松戸3-211 047-348-1210 JR常磐線新松戸駅

生活協同組合ちばコープ コープ鎌ヶ谷店　鎌ヶ谷市道野辺本町1-5-1 047-443-9953 東武野田線鎌ヶ谷駅

生活協同組合ちばコープ コープ市川店　　市川市鬼高3-28-16 047-314-6511 JR総武線下総中山駅

生活クラブ生協浦安デポ－ 浦安市入船4-9-7 047-353-0135 JR京葉線新浦安駅

ジャスコ高根木戸店　　　　　　　　　　 船橋市習志野台1-1-3 047-464-7711 新京成線高根木戸駅

生活協同組合ちばコープ コープ八千代店 八千代市大和田新田411-3 047-450-5411 東葉高速鉄道八千代中央駅
※毎日必ず入荷されるということではありませんので、お出かけ前にお確かめください。 ※県農林振興課の公表資料をもとに調査（平成16年2月13日現在）

栽　　培

栽培情報公開

使用済みプラスチックの

適正処理

生産管理体制整備
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計
画
面
積
約
50
ha
に
及
ぶ
印
西
市
の
県

立
北
総
花
の
丘
公
園
が
、
す
で
に
一
部
開

園
済
み
の
中
心
施
設
ゾ
ー
ン
（
約
10
ha
）

に
続
い
て
２
期
工
事
（
約
４
・
２
ha
）
を

終
え
、４
月
１
日
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

公
園
は
北
総
・
公
団
線
「
千
葉
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
駅
」
か
ら
徒
歩
約
10
分
の
同
市

多
々
羅
田
に
あ
り
、
調
整
池
に
沿
っ
て
作

ら
れ
て
い
ま
す
。今
回
開
園
の
ゾ
ー
ン
は
、

神経痛や疲労回復に最適なミネラル入り温泉

岬
町
の
国
民
年
金
保
養
セ
ン
タ
ー
そ
と

ぼ
う
が
年
金
加
入
者
に
よ
り
快
適
で
安
全

な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
、
昨
年
末

か
ら
の
全
面
改
修
工
事
を
終
え
、
本
年
４

月
１
日
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

同
施
設
は
JR
外
房
線
長
者
駅
か
ら
送
迎

バ
ス
で
５
分
、
太
平
洋
に
面
し
た
和
泉
浦

の
景
勝
地
に
あ
り
、
勝
浦
や
大
原
な
ど
の

漁
港
が
近
い
こ
と
か
ら
一
年
中
、
旬
の
魚

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
の
放
映
を
機
に
新

選
組
局
長
・
近
藤
勇
が
最
後
に
陣
営
を
敷

い
た
陣
屋
跡
（
流
山
市
流
山
２
）
に
見
学

季
節
と
共
に
移
り
変
わ
る
花
と
緑
を
楽
し

み
な
が
ら
散
策
で
き
る
緑
の
回
廊
空
間

で
、
散
策
路
や
地
元
自
治
会
が
中
心
に
な

っ
て
育
て
る
花
壇
な
ど
が
見
所
で
す
。

中
心
施
設
ゾ
ー
ン
に
は
「
花
と
緑
の
文

化
館
」（
写
真
中
央
）
を
中
心
に
樹
林
や
芝

生
広
場
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
文
化
館
で
は

観
葉
植
物
や
洋
ラ
ン
な
ど
の
温
室
の
ほ

か
、
緑
の
相
談
所
、
講
習
室
な
ど
が
完
備
。

コ
ン
サ
ー
ト
や
絵
画
展
な
ど
も
定
期
的
に

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
問
い
合
わ
せ
は
公

園
管
理
事
務
所

０
４
７
６（
４
７
）４
０
３
０

者
が
急
増
し
て
い
ま
す
。

陣
屋
跡
は
総
武
流
山
鉄
道
「
流
山
駅
」

か
ら
歩
い
て
５
分
の
酒
造
問
屋
　
秋
元
に

あ
り
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
化
に
合
わ
せ
て
昨

年
10
月
に
流
山
市
観
光
協
会
が
掲
示
板

（
写
真
）
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。
１
８
３
４

年
近
藤
勇
の
出
生
か
ら
１
８
６
９
年
の
新

選
組
降
伏
・
板
橋
宿
で
の
処
刑
ま
で
の
年

表
、
流
山
で
の
新
選
組
の
足
取
り
、
鳥
羽

伏
見
戦
争
・
勝
沼
戦
争
な
ど
写
真
を
添
え

て
分
か
り
や
す
く
解
説
さ
れ
て
い
ま
す
。

秋
元
で
販
売
す
る
新
選
組
グ
ッ
ズ
の

隊
服
や
の
ぼ
り
旗
、
携
帯
ス
ト
ラ
ッ
プ
、

和
菓
子
や
清
酒
な
ど
が
人
気
。
問
い
合
わ

せ
は
新
選
組
流
山
隊
実
行
委
員
会
（
市
役

所
企
画
政
策
課
内
）

０
４（
７
１
５
０
）６
０
６
４

w
w
w
.at-tow

n.com
/snap

貝
類
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
プ
ー

ル
や
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
な
ど
が
完
備
。
ミ
ネ

ラ
ル
成
分
豊
富
な
純
天
然
の
ヘ
ル
ス
ト
ン

温
泉
は
人
気
で
、
大
浴
場
か
ら
太
平
洋
の

絶
景
が
一
望
で
き
ま
す
。
日
帰
り
入
浴
、

昼
食
付
き
入
浴
も
可
能
。
大
人
１
泊
２
日

８
０
０
０
円
か
ら
（
特
別
期
間
を
除
く
）。

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
記
念
期
間
中

（
４
月
１
日
〜
６
月
末
日
）
に
名
入
れ
タ

オ
ル
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
問
い
合
わ
せ
は

０
４
７
０（
８
７
）７
１
１
１

http://w
w
w
.sotobo-nrc.or.jp/

新選組グッズ▲

計画面積50haの北総花の丘公園

近藤勇陣屋跡
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２
月
６
日
、
佐
原
の
山
車
行
事
が
国
の

文
化
審
議
会
文
化
財
分
科
会
の
審
議
・
議

決
を
得
て
国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に

指
定
さ
れ
ま
し
た
。
関
東
を
代
表
す
る
山

車
行
事
で
、
江
戸
の
祭
り
文
化
の
影
響
を

受
け
な
が
ら
独
自
の
山
車
と
囃
子
を
伝
承

し
、
佐
原
を
中
心
と
す
る
山
車
文
化
圏
を

形
成
す
る
こ
と
が
主
な
指
定
理
由
で
す
。

祭
り
は
毎
年
７
月
９
日
か
ら
18
日
ま
で

の
金
・
土
・
日
曜
日
に
開
か
れ
る
八
坂
神

社
（
本
宿
）
祇
園
祭
と
、
10
月
第
２
土
曜

日
を
中
日
と
す
る
前
後
３
日
間
の
諏
訪
神

社
（
新
宿
）
大
祭
の
２
回
。
山
車
が
佐
原

囃
子
の
調
べ
に
の
っ
て
市
内
を
曳
き
回
さ

れ
ま
す
。
自
ら
の
町
内
を
回
る
乱
曳
き
、

全
町
内
の
山
車
が
順
列
を
組
み
位
置
を
定

め
て
行
う
番
組
行
事
、
山
車
の
曳
き
回
し

は
圧
巻
。
問
い
合
わ
せ
は
佐
原
市
役
所
教

育
委
員
会
　
０
４
７
８（
５
０
）１
２
２
０

http://w
w
w
.city.saw

ara.chiba.jp/

か
ら
の
風
景
」
に
、
最
寄
り
駅
か
ら
歩
い

て
２
時
間
内
の
場
所
を
撮
る
「
ふ
る
さ
と

再
発
見
」
部
門
が
加
わ
り
ま
し
た
。

見
所
は
豊
富
で
、
春
の
菜
の
花
や
桜
。

４
月
の
レ
ン
ゲ
、
５
月
の
新
緑
、
７
月
の

ア
ジ
サ
イ
な
ど
も
季
節
を
代
表
す
る
被
写

体
。
新
部
門
が
加
わ
り
、
ホ
タ
ル
や
夏
祭

り
、
紅
葉
の
写
真
も
応
募
で
き
ま
す
。

規
格
は
カ
ラ
ー
・
モ
ノ
ク
ロ
プ
リ
ン
ト

四
つ
切
ま
た
は
ワ
イ
ド
四
つ
切
。
デ
ジ
タ

ル
カ
メ
ラ
の
場
合
は
Ａ
４
サ
イ
ズ
の
プ
リ

ン
ト
。
応
募
期
間
は
11
月
か
ら
来
年
１
月

末
日
ま
で
。
問
い
合
わ
せ
は
大
多
喜
町
企

画
課
内
・
大
多
喜
い
す
み
鉄
道
友
の
会

０
４
７
０（
８
２
）２
１
１
１

税理士
が個別

に

お応え
します

実　施　店

本 店 営 業 部

柏ローンプラザ

船橋駅前支店

本 八 幡 支 店

実　施　日

毎月18日

毎月第２金曜日

毎月８日

毎月16日

時 間

10:00

〜

15:00

お問い合わせ先

043-222-2121

04-7163-7272

047-422-5501

047-378-2511

の

高
齢
者
向
け
優
良
賃
貸
住
宅
の
県
内
モ

デ
ル
第
１
号
が
市
川
、
船
橋
の
両
市
に
完

定
に
伴
い
、
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
住
宅
を
提
供
す
る
た
め
県
が
モ
デ
ル
事

業
と
し
て
実
施
し
て
い
た
も
の
で
、
市
川

市
の
不
動
産
業
者
が
県
か
ら
認
定
さ
れ
補

助
金
を
受
け
て
県
内
第
一
号
と
し
て
両
市

に
１
棟
ず
つ
建
設
し
ま
し
た
。

今
後
は
市
町
村
が
事
業
を
推
進
し
16
年

度
に
海
上
郡
海
上
町
で
建
設
を
予
定
。
問

い
合
わ
せ
は
県
住
宅
課
住
宅
建
設
支
援
室

０
４
３
（
２
２
３
）
３
２
２
９

成
。
単
身
用
、
夫
婦
用
の
ア
パ
ー

ト
形
式
で
、
国
や
地
方
自
治
体
が

整
備
費
お
よ
び
家
賃
を
補
助
す
る

た
め
廉
価
。
そ
の
上
バ
リ
ア
フ
リ

ー
設
計
や
24
時
間
緊
急
対
応
サ
ー

ビ
ス
、
緊
急
指
定
病
院
の
提
携
な

ど
、
高
齢
者
の
新
し
い
福
祉
対
策

と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

同
住
宅
は
「
高
齢
者
の
居
住
の

安
定
確
保
に
関
す
る
法
律
」
の
制

い
す
み
鉄
道
と
大
多
喜
町
い
す
み
鉄
道

友
の
会
が
一
般
公
募
の
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス

ト
を
開
催
。
募
集
す
る
の
は
３
部
門
。
沿

線
か
ら
列
車
を
撮
影
す
る
「
い
す
み
鉄
道

と
風
景
」、
列
車
に
乗
っ
て
写
す
「
車
窓満開の菜の花と桜の中を走る「いすみ鉄道」

わ
が
国
の
祭
礼
文
化
の
上
で
重
要
な
佐
原
祭
り
の
山
車
行
事

市川市に建設された「ジュネス北国分」
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ち
ば
の
THE

FIRST

STORY

IN  CHIBA

か
ら
午
後
４
時
ま
で
の
時
間
限
定
で
、
１
か
月

間
全
線
乗
り
放
題
で
９
９
０
０
円
。
通
常
の
定

期
券
の
最
長
区
間
で
、
１
か
月
利
用
の
約
半
額

の
割
安
で
す
。
そ
の
う
え
同
じ
定
期
券
で
、
購

入
者
以
外
の
家
族
も
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
沿
線
の
１
０
０
以
上
の
レ
ス
ト
ラ

ン
や
レ
ジ
ャ
ー
施
設
が
１
割
程
度
の
割
引
と
な

る
特
典
も
つ
い
て
い
ま
す
。

同
モ
ノ
レ
ー
ル
は
開
業
以
来
、
こ
れ
ま
で
に

「
お
昼
の
お
出
か
け
フ
リ
ー
切
符
」
や
沿
線
施

設
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
た
ご
利
用
案
内
チ
ラ
シ
を

作
成
す
る
な
ど
、
利
便
性
、
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

に
努
め
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
「
お
昼
の
お
出
か
け
定
期
券
」
の
利

用
で
、
同
モ
ノ
レ
ー
ル
の
乗
車
が
一
層
便
利
に

な
り
ま
す
。

１
９
９
５
年
８
月
、
千
葉
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル

は
千
葉
駅
〜
千
葉
み
な
と
駅
間
の
開
通
で
営
業

距
離
を
13
・
５
km
に
延
ば
し
、
ド
イ
ツ
・
ヴ
ッ

パ
タ
ー
ル
市
の
モ
ノ
レ
ー
ル
を
２
０
０
ｍ
抜
い

て
懸
垂
型
モ
ノ
レ
ー
ル
と
し
て
世
界
最
長
と
な

り
ま
し
た
。
さ
ら
に
１
９
９
９
年
３
月
に
延
伸

し
た
千
葉
駅
〜
県
庁
駅
間
1.7
km
を
加
え
、
２
０

０
１
年
６
月
27
日
に
ギ
ネ
ス
レ
コ
ー
ド
と
し
て

正
式
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

同
モ
ノ
レ
ー
ル
は
１
９
８
８
年
３
月
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
駅
〜
千
城
台
駅
間
8.1
km
が
開
業
し

て
以
来
３
回
部
分
開
業
し
、
千
葉
駅
〜
県
庁
前

駅
間
の
開
業
に
よ
り
千
葉
市
中
心
部
と
内
陸

部
、
臨
海
部
が
結
ば
れ
、
沿
線
住
民
や
通
勤
・
通

学
者
の
足
と
な
っ
て
い
ま
す
。
２
０
０
１
年
度

の
１
日
平
均
乗
客
数
は
約
４
万
４
０
０
０
人
。

開
業
以
来
の
延
べ
乗
車
人
数
は
２
０
０
２
年
末

で
１
億
９
０
０
０
万
人
を
超
え
て
い
ま
す
。

同
社
は
４
月
１
日
か
ら
全
国
初
の
時
間
限
定

の
定
期
券
を
発
売
し
ま
し
た
。
発
売
さ
れ
る

「
お
昼
の
お
出
か
け
定
期
券
」
は
、
午
前
10
時

ギ
ネ
ス
レ
コ
ー
ド
と
し
て
認
定
さ
れ
た
世
界
最
長
の
千
葉
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル

イ
ギ
リ
ス
・
ギ
ネ
ス
社
か
ら
贈
ら
れ
た
認
定
書



●県内の主な植木市

勝浦春祭り　　 4／6～8 勝浦市図書館通り、他 勝浦市観光商工課
0470-73-6625

植木市　　　　 4・10／22～25 八日市場市ハ793-6 八日市場市植木組合
0479-72-1767

青葉まつり　　 6／上旬～下旬 成田市成田１ 新勝寺企画課
0476-22-2111

市場まつり 7／25 八日市場市中央地区・ 八日市場市産業振興課
（17:00～21:00） 本町通商店街　　　　 0479-73-0089

芝山産業祭　　 11／第２日曜日 山武郡芝山町芝山公園 芝山町産業経済課
0479-77-3919

滑川観音の木まち 11／18～23 香取郡下総町滑川1196 龍正院　 0476-96-0217
八幡神社の祭礼 11／23 安房郡千倉町北朝夷521 0470-44-1890
東漸寺　　　　 通年　　　　 松戸市小金359 東漸寺 047-345-1517
覚翁寺　　　　 通年　　　　 勝浦市出水1297 覚翁寺 0470-73-3115

植木センター　 通年　　　 長生郡長生村本郷5366 植木生産組合直売所
0475-32-3702

い
ち
ば
ん
物
語
Vol.7

千葉市 八日市場市
●

●
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生
産
額
に
対
し
県
全
体
の
出
荷
額
は
約
84
億

１
２
５
０
万
円
（
平
成
13
年
）
で
、
僅
差
で
す

が
ト
ッ
プ
の
座
を
初
め
て
福
岡
県
に
明
け
渡
し

ま
し
た
。
福
岡
県
の
生
産
状
況
は
樹
種
が
豊
富

で
、
椿
な
ど
低
木
で
南
国
特
有
の
花
の
咲
く
木

に
人
気
が
集
中
。
出
荷
額
の
減
少
に
つ
い
て
千

葉
県
園
芸
農
産
課
農
産
振
興
室
は
「
景
気
の
低

迷
に
加
え
住
宅
建
築
の
洋
風
化
に
伴
い
、
県
特

産
の
マ
キ
や
ツ
ゲ
な
ど
、
大
型
で
高
価
な
造
形

物
が
敬
遠
さ
れ
て
い
る
」
と
分
析
。
マ
キ
は
県

の
「
木
」
で
あ
り
、
順
調
な
需
要
の
回
復
が
待

た
れ
ま
す
。

農
林
水
産
省
の
『
平
成
13
年
花
木
等
生
産
状

況
調
査
』
に
よ
る
と
、
千
葉
県
の
植
木
生
産
額

は
苗
木
、
成
木
を
含
め
て
約
３
６
１
億
６
９
８

６
万
円
で
、
全
国
の
約
３
割
を
占
め
第
１
位
を

堅
持
し
て
い
ま
す
。
作
付
面
積
も
同
様
に
全
国

１
位
の
広
さ
（
約
２
７
１
１
ha
）
で
、
国
全
体

の
約
23
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
県
内

の
主
な
樹
種
は
ツ
ゲ
類
を
は
じ
め
、

サ
ツ
キ
、
ツ
ツ
ジ
の
庭
木
の
”御
三

家
“
で
約
46
億
２
９
３
４
万
円
に
の

ぼ
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
対
前
年
比

で
生
産
額
は
92
％
、
作
付
面
積
で

91
％
と
や
や
落
ち
込
ん
で
い
ま
す
。

地
域
別
で
は
九
十
九
里
地
区
の
生

産
額
が
群
を
抜
い
て
い
ま
す
。
平
成

２
年
を
ピ
ー
ク
に
や
や
減
少
傾
向
に

あ
り
ま
す
が
、
東
金
、
八
日
市
場
、

旭
、
茂
原
な
ど
４
市
３
町
１
村
の
九

十
九
里
地
区
で
県
全
体
の
約
７
割
を

占
め
て
い
ま
す
。
特
に
植
木
生
産
に

古
い
歴
史
と
実
績
を
誇
る
八
日
市
場

市
は
、
マ
キ
な
ど
大
物
を
中
心
に
や

や
低
調
で
あ
る
も
の
の
生
産
額
、
出

荷
額
と
も
に
県
内
ト
ッ
プ
を
維
持
し

て
い
ま
す
。
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四
街
道
市
　
榊
原
　
一
夫

自
動
的
に
送
ら
れ
て
く
る
広
告
の
類
で
あ
ろ
う
。
現
代

に
生
き
る
人
の
宿
命
の
よ
う
な
ひ
と
時
を
詠
っ
て
い
て
、

一
種
の
新
し
さ
も
あ
る
。
第
一
句
「
秋
深
し
。」
と
切
ら
な

い
で
つ
づ
け
る
言
い
方
の
方
が
よ
い
。

《
添
削
例
》
秋
深
き
部
屋
に
籠
り
て
パ
ソ
コ
ン
の

広
告
メ
ー
ル
削
除
し
て
ゆ
く

千
葉
市
　
伊
ケ
　
　
佳
弘

わ
が
子
を
失
っ
た
重
い
悲
し
み
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
命

日
に
は
殊
に
そ
う
で
あ
ろ
う
。
切
実
な
一
首
。
吾
子
（
あ

こ
）
は
語
感
が
や
や
古
い
か
ら
「
わ
が
子
」
で
よ
い
。

《
添
削
例
》
命
日
を
迎
え
て
わ
が
子
の
哀
し
み
は

幾
年
経
て
も
消
ゆ
る
こ
と
な
し

船
橋
市
　
三
島
　
清
子

戦
争
の
も
た
ら
し
た
傷
跡
で
、
こ
の
歌
も
悲
し
い
。
夫

も
す
で
に
七
回
忌
を
迎
え
当
然
作
者
も
老
い
て
い
る
か
ら

「
遂
に
訪
ね
得
ず
」
な
の
だ
。
涙
を
禁
じ
え
な
い
。
一
句

は
字
余
り
に
な
っ
て
も
「
葬
る
」
と
言
い
た
い
。

《
添
削
例
》
子
を
葬

ほ
う
む

り
し
北
満
遂
に
訪
ね
得
ず

夫
の
七
回
忌
秋
の
風
吹
く

成
田
市
　
辻
村
　
京
子

客
用
の
布
団
だ
か
ら
、
短
い
期
間
の
帰
郷
な
の
か
も
知

れ
な
い
。
一
首
平
明
で
調
子
も
よ
く
子
ら
を
待
つ
思
い
が

し
み
じ
み
と
出
て
い
る
。
表
現
も
こ
の
ま
ま
で
申
し
分
な

い
。

船
橋
市
　
植
草
　
彦
次

高
齢
者
だ
か
ら
、
皆
切
実
な
戦
時
体
験
を
持
っ
て
い
る
。

だ
か
ら
休
憩
時
間
な
ど
に
な
る
と
自
然
に
集
ま
っ
て
そ
れ

を
語
る
の
で
あ
る
。

《
添
削
例
》
高
齢
者
の
運
転
免
許
講
習
会

い
と
ま
の
あ
れ
ば
戦
時
を
語
る

館
山
市
　
石
原
　
稜
子

障
子
を
張
っ
て
い
る
一
瞬
の
緊
張
感
が
よ
く
出
て
い
る
。

日
常
生
活
の
中
の
面
白
さ
で
あ
り
、
身
近
に
あ
る
「
詩
」

と
い
う
も
の
で
あ
る
。「
を
」
の
重
出
は
避
け
た
い
。

《
添
削
例
》
息
つ
め
て
障
子
張
り
を
り
一
瞬
の

間ま

な
が
ら
紙
と
呼
吸
合
は
せ
て

◆
選
・
指
導
　

秋
葉
　
四
郎
（
歌
人
）

四
街
道
市
　
首
藤
　
勲

孫
の
リ
ハ
ビ
リ
の
た
め
に
は
祖
母
即
ち
「
妻
」
の
力
が

必
要
な
の
で
あ
ろ
う
。
頼
も
し
く
見
守
っ
て
い
る
ら
し
い

と
こ
ろ
が
よ
い
。
調
子
を
整
え
た
い
。

《
添
削
例
》
少
し
づ
つ
快
復
に
向
ふ
幼
な
児
の

リ
ハ
ビ
リ
の
た
め
今
日
も
妻
行
く

●
秋
葉
　
四
郎
（
あ
き
ば
　
し
ろ
う
）
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

１
９
３
７
年
香
取
郡
多
古
町
に
生
ま
れ
る
。

67
年
歩
道
短
歌
会
に
入
会
、
佐
藤
佐
太
郎

に
師
事
。
68
年
毎
日
歌
壇
賞
受
賞
。

現
代
歌
人
協
会
会
員
。
日
本
文
芸
家
協
会
会
員
。
近
著
『
新

論
歌
人
茂
吉
ー
そ
の
魅
力
発
見
』
。
千
葉
市
在
住
。
※
千
葉

そ
ご
う
８
階
三
省
堂
書
店
に
著
書
の
特
設
コ
ー
ナ
ー
あ
り
。

千
葉
市
　
三
幣
　
周
子

こ
う
い
う
と
き
亡
き
母
な
ら
ど
う
し
た
か
、
常
に
胸
中

に
母
の
い
る
人
の
心
境
で
あ
る
。
言
い
得
て
い
る
。
結
句

の
倒
置
法
も
利
い
て
い
る
。
表
現
こ
の
ま
ま
に
て
よ
い
。
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◆
選
・
指
導
　

名
取

里
美
（
俳
人
）

※
12
月
31
日
ま
で
に
到
着
し
た
も
の
の
中
か
ら
掲
載
し
ま
し
た
。

次
回
の
締
め
切
り
は
平
成
16
年
６
月
30
日
で
す
。

千
葉
市
　
　
野
　
喜
久
代

「
亀
鳴
く
」
と
い
う
幻
想
的
な
季
語
と
、
現
実
的
な
土

踏
ま
ず
と
い
う
取
り
合
わ
せ
が
新
鮮
で
す
。「

ん
で
う

す
き
」
と
い
う
具
体
的
な
表
現
も
お
上
手
で
す
。
た
だ
、

「
不
土
踏
」
の
漢
文
を
混
じ
え
な
い
方
が
良
い
の
で
、
そ

こ
だ
け
表
記
を
変
え
ま
し
た
。

習
志
野
市
　
浜
村
　
孝
昭

「
春
眠
暁
を
覚
え
ず
」。
春
の
眠
り
心
地
は
格
別
で
す
。

う
と
う
と
し
て
い
る
作
者
に
遠
く
か
ら
鶯
の
声
が
響
き
ま

し
た
。「
一
声
」
が
お
上
手
で
す
。
こ
の
ま
ま
で
も
良
い

の
で
す
が
、「
鶯
」
と
「
朝
寝
」
の
季
重
な
り
な
の
で
、

「
朝
寝
」
を
極
立
た
せ
る
た
め
に
、
一
字
を
変
え
て
み
ま

し
た
。

《
添
削
例
》
鶯
の
一
声
遠
し
朝
寝
か
な

四
街
道
市
　
鈴
木
　
博
子

冬
瓜
を
お
庭
で
育
て
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

冬
瓜
が
庭
木
に
蔓
を
巻
き
つ
け
て
い
き
、
実
を
つ
け
ら
れ

た
と
こ
ろ
を
詠
ま
れ
た
の
で
し
ょ
う
。
下
五
を
す
こ
し
文

法
的
に
直
し
て
み
ま
し
た
。
調
べ
も
も
っ
と
よ
く
な
り
ま

す
。

《
添
削
例
》
冬
瓜
の
庭
木
に
登
り
大
い
な
る

船
橋
市
　
中
村
　
久
枝

こ
お
ろ
ぎ
（
チ
チ
ロ
虫
）
と
合
唱
す
る
ゆ
と
り
と
淋
し

さ
と
。
お
気
持
ち
を
述
べ
ず
に
も
作
者
の
お
心
が
ひ
し
ひ

山
武
郡
横
芝
町
　
久
保
　
富
男

面
白
い
と
こ
ろ
に
目
を
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。
海
か
川
か
、

春
の
流
れ
の
光
の
上
を
ジ
ャ
ン
ボ
機
が
離
陸
し
て
い
っ
た

の
で
し
ょ
う
か
。
ジ
ャ
ン
ボ
機
は
旅
客
機
と
し
た
方
が
詩

的
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
旅
客
機
が
飛
び
立
っ
て

い
る
こ
と
を
伝
え
た
方
が
、
よ
り
鮮
明
な
印
象
に
な
る
と

思
い
ま
す
。

《
添
削
例
》
旅
客
機
離
陸
春
水
の
ひ
か
り
す
ぐ

印
旛
郡
栄
町
　
五
十
嵐
　
三
郎

心
持
ち
の
豊
か
に
な
る
作
品
で
す
。「
蘆
吹
く
風
ば
か
り
」

が
み
ず
み
ず
し
い
で
す
。
大
利
根
は
利
根
川
の
こ
と
で
す

ね
。
こ
の
ま
ま
で
も
良
い
の
で
す
が
、「
こ
ゝ
は
」
と
す

る
と
少
し
説
明
的
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
切
れ
を
入
れ

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

《
添
削
例
》
大
利
根
の
ま
ぶ
し
蘆
吹
く
風
ば
か
り

●
名
取
里
美
（
な
と
り
　
さ
と
み
）
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

１
９
６
１
年
生
ま
れ
。
東
京
女
子
大
学

で
山
口
青
邨
、
黒
田
杏
子
に
師
事
。
88
年

ラ
・
メ
ー
ル
俳
句
賞
。
句
集
『
螢
の
木
』

『
あ
か
り
』（
駿
河
梅
花
文
学
大
賞
）。

俳
誌
「
藍
生
」
所
属
。
鎌
倉
市
在
住
。

●
こ
の
た
び
田
谷
鋭
先
生
、
黒
田
杏
子
先
生
の
ご
都
合
に
よ
り
、

選
者
が
変
わ
り
ま
し
た
。引
き
続
き
投
稿
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

《
添
削
例
》
亀
鳴
く
や
　
ん
で
う
す
き
土
踏
ま
ず

し
と
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
た
だ
、
声
と
合
唱
が
重
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
の
で
、
切
字
を
入
れ
て
調
べ
を
と
と
の
え
て

み
ま
し
た
。

《
添
削
例
》
老
一
人
ち
ち
ろ
と
共
に
唱
ひ
け
り

市
川
市
　
山
田
　
要

深
い
悲
し
み
の
中
に
咲
く
椿
。「
心
に
一
つ
」
が
こ
の

作
品
の
眼
目
で
す
。
奥
様
の
思
い
出
が
よ
み
が
え
っ
て
く

る
よ
う
で
す
。
こ
の
ま
ま
で
良
い
と
思
い
ま
す
。
あ
え
て

次
の
よ
う
な
書
き
方
も
あ
る
と
い
う
こ
と
を
申
し
上
げ
る

た
め
に
一
例
を
示
し
て
お
き
ま
す
。

《
添
削
例
》
妻
逝
き
ぬ
心
に
一
輪
椿
咲
く
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ま
す
が
、
こ
れ
が
ク
セ
モ
ノ
。
味
噌
汁
に
し
て
も
、

漬
物
に
せ
よ
高
血
圧
症
の
家
系
で
は
、
ど
う
も
塩
分

が
濃
い
よ
う
に
思
え
ま
す
。
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
に
つ

い
て
も
、
最
近
、
フ
ァ
ー
ス
ト
・
フ
ー
ド
や
、
卵
料

理
、
肉
料
理
、
バ
タ
ー
で
炒
め
た
り
、
ラ
ー
ド
で
揚

げ
る
な
ど
、
動
物
性
脂
肪
の
摂
取
の
過
多
、
食
物
繊

維
や
大
豆
・
魚
な
ど
か
ら
の
タ
ン
パ
ク
質
摂
取
の
低

下
が
目
立
ち
ま
す
。
逆
に
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
が
見
直
さ

れ
て
お
り
、
糖
尿
病
が
国
民
病
と
な
っ
た
ア
メ
リ
カ

で
日
本
食
が
注
目
さ
れ
、
日
本
で
は
心
臓
病
、
動
脈

塚
本
　
恒
行

千
葉
県
医
師
会
編
集
広
報
委
員
・
　
塚
本
医
院

院
長

く
の
食
材
で
、
糖
質
・
脂
質
を
控
え
、
タ
ン
パ
ク

質
・
ビ
タ
ミ
ン
・
ミ
ネ
ラ
ル
を
し
っ
か
り
摂
取
す
る

事
が
重
要
で
す
。

②
ス
ト
レ
ス
を
避
け
る

喫
煙
・
激
し
い
運
動
・
ス

ト
レ
ス
は
、
血
管
の
過
度
な
緊
張
を
招
く
だ
け
で
は

な
く
、
体
内
に
、
”活
性
酸
素
“
と
い
っ
て
良
い
働

き
も
し
ま
す
が
、
細
胞
の
障
害
や
、
悪
玉
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
を
酸
化
さ
せ
動
脈
硬
化
を
起
し
ま
す
。
趣
味

の
時
間
を
大
切
に
し
た
り
、
軽
く
運
動
し
汗
を
流
す

（
水
分
補
給
を
忘
れ
ず
に
！
）
の
も
良
い
で
し
ょ
う
。

『
生
活
習
慣
病
』
の
治
療

い
ず
れ
も
原
病
の
程
度
に
よ
り
ま
す
が
、
他
に
も

臓
器
障
害
（
心
電
図
異
常
、
蛋
白
尿
な
ど
）
を
伴
う

場
合
は
、
医
療
機
関
で
診
察
の
う
え
内
服
な
ど
の
加

療
を
お
す
す
め
い
た
し
ま
す
。「
イ
タ
イ
、
カ
ユ
イ
」

病
気
で
は
な
い
の
で
自
己
判
断
は
危
険
で
す
。

(社)

協
力
・

千
葉
県
医
師
会

(社)

(医)

病
気
の
予
防
に
つ
い
て
、
最
近
は
よ
り
関
心
が
高

く
、
子
供
の
予
防
接
種
は
も
と
よ
り
、
冬
場
も
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
を
受
け
ら
れ
た
方
も
多
い

と
思
い
ま
す
。

最
近
の
我
が
国
に
お
け
る
死
亡
原
因
を
み
る
と
、

第
一
位
が
悪
性
新
生
物
（
ガ
ン
な
ど
）
で
こ
れ
に
脳

血
管
障
害
（
脳
出
血
は
減
少
傾
向
で
す
が
、
脳
梗

塞
・
脳
血
栓
は
増
加
傾
向
で
す
）
や
心
臓
病
が
続
き

ま
す
。
死
亡
原
因
の
約
６
割
は
成
人
病
が
原
因
と
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
特
に
動
脈
硬
化
を
引
き
起
こ
す
病

気
の
予
防
に
注
目
し
、
そ
の
発
症
・
進
行
に
、
食
事

の
習
慣
、
飲
酒
、
喫
煙
、
運
動
習
慣
の
関
与
が
重
要

と
考
え
、
平
成
８
年
頃
よ
り
『
生
活
習
慣
病
』
と
い

う
考
え
方
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
住
民
検
診
や
人
間

ド
ッ
ク
で
も
、
検
査
さ
れ
て
い
る
事
が
多
い
と
思
い

ま
す
。
症
状
が
無
く
て
も
予
防
が
肝
心
で
す
。

『
生
活
習
慣
病
』
と
は
？

生
活
習
慣
病
は
、
動
脈
硬
化
の
発
症
と
関
係
す
る

病
態
で
、
危
険
因
子
（
可
変
因
子
）
と
な
る
の
は
、

高
脂
血
症
、
高
血
圧
症
、
糖
尿
病
、
喫
煙
、
肥
満
な

ど
で
、
そ
の
対
策
が
重
要
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

加
齢
（
45
歳
以
上
）、
性
別
（
男
性
）、
遺
伝
的
要

因
な
ど
も
、
危
険
因
子
（
不
変
因
子
）
で
す
。

『
生
活
習
慣
病
』
の
予
防

①
食
事
療
法

よ
く
”お
袋
の
味
“
な
ど
と
言
わ
れ

Ⅰ.高脂血症
総コレステロール：220mg／dl以上

中性脂肪：150mg／dl以上

ＨＤＬコレステロール（善玉）：40mg／dl以下

ＬＤＬコレステロール（悪玉）：140mg／dl以上

（いずれも早朝空腹時の値。各検査施設により正常値は多少異なる）

Ⅱ. 高血圧症

分類　　　収縮期血圧（mmHg） 拡張期血圧（mmHg）

正 常 血 圧 130以下　　か つ　　85以下

正常高値血圧　　 130～139 または　　85～89

軽症高血圧 140～159 または　　90～99

中程症高血圧　　 160～179 または　　100～109

重症高血圧 180以上　 または　　110以上

◎治療対象血圧
60歳代　　140～160以上　　90以上

70歳代　　160～170以上　　90以上

80歳代　　160～180以上　　90以上

（2000年、高血圧治療ガイドラインより抜粋。高齢者の治療対象血圧は、あくまで目安です）

Ⅲ.糖尿病・肥満
血糖値：110mg／dl以上（早朝空腹時） 尿糖陽性
標準体重より＋20％以上の肥満（またはBMI：26.4以上）

標準体重（kg）=22×［身長m］
2

※BMI＝Body Mass Index（肥満指標）の略。

Ⅳ. ストレス・喫煙・アルコールの飲み過ぎ・運動不足

硬
化
の
病
気

が
、
欧
米
並

み
に
な
っ
た

の
は
皮
肉
な

話
で
す
。
糖

尿
病
・
肥
満

の
改
善
に
は
、

１
日
の
摂
取

カ
ロ
リ
ー
を

守
る
こ
と
が

大
事
で
す
。

標
準
体
重（
下

表
参
照
）
×

30
Kcal
が
目
安

で
、
よ
り
多



澤田　忠男さん（60歳）＜柏市＞

道を極めた人の気合や自信、

形の美しさが伝わってきます

ク
の
審
判
員
有
資
格
者
で
、
本
年
９
月
22
、

23
日
に
東
京
・
日
本
武
道
館
で
開
催
さ
れ
る

第
９
回
松
濤
杯
争
奪
世
界
空
手
道
選
手
権
大

会
に
審
判
員
と
し
て
参
加
。
ま
た
母
校
の
千

葉
工
業
大
学
空
手
部
の
総
監
督
を
務
め
、
月

１
回
の
合
同
練
習
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

公
私
共
に
多
忙
で
す
が
「
心
技
体
の
バ
ラ

ン
ス
を
大
切
に
す
る
武
道
を
通
し
て
体
と
心

の
健
康
を
保
っ
て
い
ま
す
」
と
終
始
、
姿
勢

を
崩
す
こ
と
な
く
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

空
手
の
基
本
は
「
礼
で
あ
り
、
礼
は
心
の

健
康
に
つ
な
が
り
ま
す
」
と
空
手
歴
42
年
の

澤
田
さ
ん
。
順
位
を
競
う
ス
ポ
ー
ツ
空
手
で

戦
歴
も
華
々
し
く
数
々
の
栄
誉
に
輝
い
て

い
ま
す
。
昨
年
10
月
、
静
岡
県
御
殿
場
市
で

（
社
）日
本
空
手
協
会
主
催
『
第
３
回
熟
練
者

全
国
空
手
道
選
手
権
大
会
』
が
開
か
れ
、
男

子
60
歳
の
『
型
』
と
『
組
手
』
の
２
部
門
で

見
事
に
優
勝
し
参
加
者
約
２
０
０
人
の
頂
点

に
立
ち
ま
し
た
。
現
在
、（
社
）日
本
空
手
協

会
「
松
濤
館
流
」
７
段
で
、
千
葉
県
本
部
副

部
長
兼
技
術
局
長
の
要
職
に
就
い
て
い
ま

す
。
全
国
で
60
人
足
ら
ず
と
い
う
３
Ａ
ラ
ン

な
く
、
伝
統
を
守
り
型
や
組
手

を
重
視
す
る
伝
統
空
手
を
信
条

と
し
、
健
康
第
一
の
”生
涯
空

手
“
に
徹
し
て
い
ま
す
。
後
進

に
も
空
手
を
通
し
て
「
礼
儀
や

努
力
す
る
こ
と
の
大
切
さ
」
を

教
え
て
い
ま
す
。

　
本
職
は
松
戸
市
内
に
あ
る
下

水
道
関
連
工
事
会
社
の
社
長
。

傍
ら
１
９
６
３
年
常
磐
線
北
松

戸
駅
前
に
開
設
し
た
空
手
道
場

『
松
喜
館
』
の
館
長
と
し
て
週

４
日
、
午
後
４
時
か
ら
同
10
時

ま
で
約
１
０
０
人
も
の
お
弟
子

さ
ん
を
指
導
し
て
い
ま
す
。
特

に
約
40
人
の
幼
児
や
小
学
生
に

は
「
技
術
よ
り
も
礼
儀
に
重
点

を
置
き
、
挨
拶
が
き
ち
ん
と
で

き
る
」
こ
と
を
優
先
し
、
そ
の

上
で
「
空
手
の
楽
し
さ
を
教
え

て
い
ま
す
」
と
。

42
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は
コ
テ
ー
ジ
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
テ
ラ
ス
、

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
炭
焼
工
房
、
昆
虫
ド
ー

ム
、
流
水
プ
ー
ル
な
ど
の
ア
ウ
ト
ド
ア
施

設
も
あ
り
ま
す
。
水
辺
の
景
色
や
上
総
丘

陵
の
北
端
に
位
置
す
る
権
現
森

ご
ん
げ
ん
も
り

（
標
高
１

７
３
・
２
m
）
を
巡
り
ま
す
。

小
湊
バ
ス
を
皿
木
バ
ス
停
で
下
車
、
長

柄
ダ
ム
の
標
識
に
従
い
右
手
に
入
り
、
緩

や
か
に
下
っ
て
い
く
と
ダ
ム
に
架
か
る
長

柄
川
大
橋
が
見
え
ま
す
。
橋
を
渡
っ
て
坂

道
を
上
る
と
長
柄
町
都
市
農
村
交
流
セ
ン

タ
ー
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
ま
ま
直
進
し
、

ゴ
ル
フ
場
に
突
き
当
た
っ
た
ら
右
へ
。
次

の
三
差
路
を
右
へ
進
み
ま
す
。
権
現
大
橋

を
渡
っ
て
し
ば
ら
く
す
る
と
再
び
県
道
14

号
線
（
茂
原
街
道
）
に
出
ま
す
。
す
ぐ
左

手
の
丘
の
上
に
小
さ
な
お
堂
が
あ
り
、
六

地
蔵
が
ま
つ
ら
れ
て
い
ま
す
。
県
道
を
３

０
０
m
ほ
ど
行
き
右
の
坂
道
へ
入
り
ま
す
。

や
が
て
武
峯

た
け
が
み
ね

神
社
の
鳥
居
が
見
え
て
き
ま

す
。
そ
の
先
に
続
く
石
段
を
上
が
る
と
社

殿
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
森
は
通
称
「
権
現

森
」
と
呼
ば
れ
て
い
て
、
タ
ブ
ノ
キ
や
ス

ギ
の
大
木
が
見
ら
れ
ま
す
。

水
辺
や
牧
場
の
景
観
も
楽
し
め
る

権
現
森
と
な
が
ら
温
泉
〈
千
葉
県
長
生
郡
長
柄
町
〉

新緑の長柄ダム。ダムの周囲に「さくらコース」(４km)と「自然体験コース」(９km)の遊歩道があります

巨
大
な
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
リ
ゾ
ー
ト
「
ア

ウ
ト
レ
ッ
ト
コ
ン
サ
ー
ト
長
柄
」
の
オ
ー

プ
ン
で
今
注
目
を
集
め
て
い
る
長
柄
ダ
ム

周
辺
。
市
街
地
に
近
い
割
に
は
の
ん
び
り

と
し
た
雰
囲
気
の
、
自
然
に
恵
ま
れ
た
と

こ
ろ
で
す
。
ダ
ム
に
囲
ま
れ
た
丘
の
上
に

県
道
に
戻
り
茂
原
方
面
へ
し
ば
ら
く
歩

く
と
八
重
桜
の
名
所
で
有
名
な
秋
元
牧
場

が
あ
り
ま
す
。
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
食
堂
が
あ

り
、
乗
馬
体
験
も
で
き
ま
す
。
牧
場
か
ら

は
カ
ー
ブ
の
急
な
下
り
坂
に
な
る
の
で
車

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
下
り
き
っ
て
県
道

13
号
線
に
出
た
ら
左
折
。
左
手
の
高
台
に

長
柄
町
役
場
が
見
え
ま
す
。
役
場
の
隣
の

福
祉
セ
ン
タ
ー
に
な
が
ら
温
泉
が
あ
り
ま

す
。
帰
り
は
温
泉
近
く
の
長
富
バ
ス
停
か

ら
茂
原
駅
行
き
の
バ
ス
が
あ
り
ま
す
。

〈
モ
デ
ル
コ
ー
ス
〉

皿
木
バ
ス
停→

長
柄
町
都
市
農
村
交
流
セ

ン
タ
ー→

六
地
蔵→

権
現
森→

秋
元
牧
場

→

な
が
ら
温
泉
　
◎
約
２
時
間
40
分

※
見
学
、
休
憩
時
間
を
除
く

※
バ
ス
の
本
数
が
少
な
い
の
で
事
前
に
ご

確
認
の
上
、
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。



安産・子育ての信仰を集める六地蔵

●電車の場合（片道約１時間半・1090円）
千葉駅（JR外房線）→茂原駅（小湊バス）→皿木バス停
●車の場合
東関東自動車道・蘇我I.Cから県道14号線（茂原街道）で長柄ダムまで
約25分
〔お問い合わせ先〕
◆長柄町産業課　 0475-35-2111 http://www.town.nagara.chiba.jp

秋元牧場の八重桜は４月中旬が見ごろ　　0475-35-2350
営業時間／10:00～18:00(12月～2月は17:30まで) 月曜休み
入場料／無料(ただし4月中旬の10日間のみ有料、1人500円)

写真提供／長柄町役場産業課　

上空から見た権現森

武
峯
神
社

長柄町福祉センター内にあ
る日帰り入浴施設。町民以外
の方でも利用できます。

長柄川大橋。右奥は３月にオープンしたばかりの
アウトレットコンサート長柄の観覧車

19

◆泉　　質／ナトリウム―炭酸水素塩・冷鉱泉
◆効　　能／切り傷、やけど、慢性皮膚炎、神経痛、筋肉痛、関

節痛、五十肩、冷え性など
◆入 泉 料／町内200円、町外500円　※ロッカー代100円
◆営業時間／10:00～18:00(月曜日、祝祭日休み) 0475-30-7200

農林産物直売所やレス
トランがある長柄町都
市農村交流センター。
0475-35-0055

営業時間／9:30～17:15
(レストラン11:00～14:30)

木曜休み

権現森の頂上へ続く長い石段
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鶴枝公民館で稽古に励む冬田支部の皆さん

昭
和
55
年
度
の
創
立
か
ら
24
年
を
迎
え
た
喜き

幸こ
う

会
は
、
茂
原
市
を
中
心
に
周
辺
の
市
町
村
か

ら
民
謡
や
カ
ラ
オ
ケ
の
愛
好
者
が
集
ま
り
、
技

を
磨
き
な
が
ら
楽
し
く
交
流
し
て
い
ま
す
。

メ
ン
バ
ー
は
正
会
員
20
人
、
準
会
員
18
人
。

平
均
年
齢
は
約
60
歳
で
最
年
長
は
86
歳
で
す
。

本
部
、
冬
田
支
部
、
高
師
支
部
の
３
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
て
そ
れ
ぞ
れ
尺
八
、
三
味
線
、
民
謡
、

カ
ラ
オ
ケ
の
稽
古
に
励
ん
で
い
ま
す
。
指
導
は

日
本
郷
土
民
謡
協
会
公
認
教
授
の
　
山
喜
幸

（
本
名
・
美
喜
雄
）
先
生
で
す
。

冬
田
支
部
は
第
１
、
２
、
３
金
曜
日
の
午
後

７
時
か
ら
鶴
枝
公
民
館
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

尺
八
や
三
味
線
の
伴
奏
に
合
わ
せ
て
一
曲
合
唱

し
た
後
は
一
人
ず
つ
歌
い
、
息
継
ぎ
や
独
特
の

節
回
し
を
体
得
し
て
い
き
ま
す
。
各
自
10
〜
15

曲
ほ
ど
マ
ス
タ
ー
し
て
い
ま
す
が
、
練
習
す
る

曲
は
な
ん
と
３
０
０
曲
以
上
に
も
な
り
ま
す
。

千
葉
県
民
謡
協
会
に
所
属
し
、
茂
原
市
民
謡

協
会
副
会
長
で
も
あ
る
　
山
先
生
は
、「
県
内

で
も
白
浜
音
頭
や
木
更
津
甚
句
な
ど
た
く
さ
ん

の
民
謡
が
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
初
心
者
は
、

ま
ず
覚
え
や
す
く
息
継
ぎ
の
易
し
い
も
の
か
ら

始
め
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
。
何
か
１
曲
で
も
知

っ
て
い
る
歌
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
か
ら
教
え
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
」
と
。

毎
年
、
４
月
の
茂
原
市
民
謡
舞
踊
発
表
会

や
11
月
の
茂
原
市
文
化
祭
に
参
加
し
て
い
ま

す
。
ま
た
自
分
た
ち
で
楽
し
む
だ
け
で
な
く
、

年
に
３
、
４
回
は
市
内
の
福
祉
施
設
な
ど
で

披
露
し
、
大
変
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。
地
域
文

(茂原市)
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夷隅郡生涯学習フェスティバルにも参加

化
へ
の
貢
献
や
長
年
の
福
祉
活
動
が
認
め
ら

れ
、
こ
れ
ま
で
に
市
福
祉
協
議
会
な
ど
か
ら
感

謝
状
を
贈
ら
れ
て
い
ま
す
。

22
年
前
に
ご
夫
婦
で
入
会
し
た
白
鳥
会
長
は

「
腹
の
底
か
ら
声
を
張
り
上
げ
る
の
で
健
康
に

も
よ
く
、
毎
回
の
稽
古
が
楽
し
み
」
と
。
十
八

番
は
祝
い
歌
の
「
御お

立た
ち

酒ざ
け

」
で
す
。
ま
た
、
三

味
線
を
20
年
続
け
て
い
る
と
い
う
渡
辺
さ
ん

は
、
今
は
自
ら
教
室
を
開
い
て
、
指
導
者
と
し

て
も
活
躍
し
て
い
ま
す
。

●
入
会
希
望
者
は
　
山
先
生
ま
で
。

０
４
７
５
（
３
４
）
８
９
３
９

稽古後のひととき、３年に一度の
親睦旅行が近づき、旅の話に花が
咲きます。奥の列、右端が会長の
白鳥さん

米節、長持唄、秩父音頭などさまざまな曲が次々と登場します

42

関東カラオケ大会で上位入賞の村松さん（右）と　山先生（中央）。
伸びのある大きな声を出すにはやはり腹式呼吸が大切

長
生
共
楽
園
（
茂
原
市
）
で
の
慰
問
活
動



木更津市中央2-3-4
0438-22-3765

JR木更津駅から徒歩約５分
平日／11:30～14:00
17:00～22:00（L.O20:30）
日・祭日／11:30～14:00
17:00～21:00（L.O20:00）
第1・3水曜日
テーブル62席、お座敷
5室（2～54名）
約80台（大型バス可）

●
創
業
明
治
30
年
、
味
わ
い
深
く

「
宝
　
家
」
（
木
更
津
市
）

※L.O＝ラストオーダー　※料金は総額表示（消費税を含んだ価格）となります。

春
に
う
ま
味
が
増
し
て
旬
を
迎
え
る
ア
サ
リ
。
木
更

津
産
の
お
い
し
い
ダ
シ
が
た
っ
ぷ
り
入
っ
た
炊
き
込
み

ご
飯
や
み
そ
汁
が
味
わ
え
る
「
あ
さ
り
膳
」
は
同
店
不

動
の
一
番
人
気
メ
ニ
ュ
ー
。
東
京
・
横
浜
方
面
か
ら
の

常
連
客
も
多
く
、
休
日
は
閉
店
前
に
売
り
切
れ
て
し
ま

う
こ
と
も
あ
る
ほ
ど
で
す
。
そ
の
ほ
か
東
京
湾
で
水
揚

げ
さ
れ
た
魚
貝
類
や
上
総
地
方
の
山
菜
な
ど
が
楽
し
め

ま
す
。
春
は
カ
レ
イ
、
メ
バ
ル
、
カ
サ
ゴ
な
ど
の
煮
魚

も
お
す
す
め
。
港
町
木
更
津
の
情
緒
を
残
す
木
更
津
港

の
す
ぐ
そ
ば
に
あ
り
、
市
内
観
光
に
も
便
利
で
す
。

安房郡鋸南町吉浜99-５
0470-55-4844
0470-50-1126（ばんやの湯）

JR保田駅から徒歩約15分
平日／10:00～18:00
土・日・祭日／9:30～19:00
火曜日（祭日の場合は営
業）※7/20～8/31無休
460席（テラス席含む）
あり

※平日のみ団体受付（要相談）

刺身盛合せ（タチウオ、ワラサ、キン
メ、サワラ、スズキ）1,260円。ばんや
寿司（ワラサ、サワラ、キンメ、ヒラ
メ、スズキ、アジ、イカ、エビ、穴子、
みそ汁付）1,627円　※お寿司の内容に
よって値段が異なります　　
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お
い
し
さ
と
出
会
え
る
店
を
モ
ッ
ト
ー
に
「
食
材
に

は
徹
底
的
に
こ
だ
わ
っ
て
い
ま
す
」
と
、
同
店
と
と
も

に
歩
ん
で
き
た
店
長
の
中
島
伸
さ
ん
。
そ
の
日
そ
の
月

の
食
材
に
よ
っ
て
は
メ
ニ
ュ
ー
が
変
わ
る
こ
と
も
し
ば

し
ば
。
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
に
は
、
店
が
柏
そ
ご
う
に
隣
接

し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
買
い
物
つ
い
で
の
主
婦
や
、
周

辺
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
Ｏ
Ｌ
が
圧
倒
的
に
多
く
、
カ
ル

ボ
ナ
ー
ラ
（
９
９
７
円
）、
タ
ラ
バ
ガ
ニ
の
ピ
リ
辛
ス
パ

ゲ
テ
ィ
（
１
５
７
５
円
）、
日
替
わ
り
の
季
節
ス
パ
ゲ
テ

ィ
（
１
２
６
０
円
前
後
）
な
ど
が
、
特
に
人
気
で
す
。

★
「
ゆ
と
り
」
読
者
特
典

＝
所
在
地
　

＝
交
通
　

＝
営
業
時
間
　

＝
定
休
日

●
創
業
24
年
目
の
ス
パ
ゲ
テ
ィ
専
門
店

「
モ
ダ
ン
タ
イ
ム
ス
」夜は、カラオケ付きの個室が２時間半

まで利用できるパーティー・メニュー

（2,100～4,200円の3コース）と、旬の

味を個室で堪能できるモダン・コース

（3,150～6,300円の３コース）がお得。

柏市柏4-5-24 第二京北
ビル1Ｆ 04-7163-2528
www.pasta-modern.com
JR常磐線柏駅から徒歩
約３分「サンサン通り」
11:00～23:00
年中無休
柏翠、そごう駐車場
50席＋サービスルーム

★本誌持参の方10％OFF
（７月末日まで）

●
鮮
度
と
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
自
慢

「
ば
ん
や
」

鋸
南

き
ょ
な
ん

町
保
田
漁
協
直
営
店
な
ら
で
は
の
手
ご
ろ
な
価

格
で
豪
快
な
磯
料
理
が
味
わ
え
ま
す
。
広
々
と
し
た
平

屋
建
の
店
は
気
ど
ら
な
い
雰
囲
気
で
、
ま
さ
に
漁
師
の

”番
屋
“
風
。
毎
朝
、
店
の
前
の
保
田
漁
港
で
水
揚
げ

さ
れ
た
魚
介
類
が
寿
司
、
刺
身
、
煮
魚
、
焼
物
、
揚
物

に
な
っ
て
登
場
。
豊
富
な
数
の
メ
ニ
ュ
ー
は
日
替
わ
り

で
す
。
朝
獲
れ
寿
司
（
８
９
２
円
）、
金
目
鯛
の
煮
付
、

か
き
揚
げ
丼
な
ど
が
人
気
で
す
。
昨
年
12
月
、
同
店
隣

に
オ
ー
プ
ン
し
た
「
ば
ん
や
の
湯
」（
日
帰
り
入
浴
24

時
間
営
業
）
で
も
同
じ
メ
ニ
ュ
ー
が
味
わ
え
ま
す
。

（
安
房
郡
鋸
南
町
）

あさり膳はメインをかき揚げ、串揚げ、
お刺身、天ぷらの４種類から選べます。
それぞれにアサリのご飯とみそ汁、小
皿２品、お新香付きで各2,100円。ご宴
会コース料理4,200円～。★本誌持参の
方にアイスクリームサービス（７月末日まで）

（
柏
市
）
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佐倉市田町76-1
043-486-8101

http://www.com-j.jp/chaya/
京成佐倉駅から徒歩約10分
10:00～17:00
月・火曜日
約20席　
国立歴史民俗博物館下
の無料駐車場

※ギャラリー展示作品募
集中

四街道市物井1409-3
043-421-6504

JR総武本線物井駅から
送迎。東関道四街道IC
から3分
11:30～14:00
17:00～22:00
月曜日
4部屋（1室４～15人）
20台

★本誌持参の方5％OFF
（７月末日まで）

敷
地
面
積
約
４
３
０
㎡
、
建
て
坪
約
２
０
０
㎡
の
２

階
建
て
民
家
を
そ
の
ま
ま
利
用
し
た
純
和
風
の
店
。
厨

房
以
外
に
手
直
し
な
し
と
い
う
１
階
の
和
室
４
部
屋
が

食
事
処
で
、
切
り
こ
た
つ
の
あ
る
部
屋
か
ら
手
入
れ
の

行
き
届
い
た
築
山
が
花
の
色
を
添
え
て
望
ま
れ
ま
す
。

人
気
の
会
席
料
理
は
ラ
ン
チ
が
１
人
前
３
１
５
０
円
か

ら
（
サ
ー
ビ
ス
料
別
）。
刺
し
身
12
点
盛
り
に
カ
ニ
一

匹
、
焼
き
魚
、
特
製
鳥
み
そ
が
の
っ
た
米
ナ
ス
な
ど
13

品
の
豪
華
さ
。ラ
ン
チ
は
ご
婦
人
客
が
圧
倒
的
に
多
く
、

夜
も
含
め
て
予
約
し
て
行
っ
た
方
が
確
実
で
す
。

＝
駐
車
場
　

＝
席
数
・
部
屋
数
　

●
城
下
町
散
策
に
う
れ
し
い
オ
ア
シ
ス

こ
み
ゅ
に
て
ぃ
さ
ろ
ん「
佐
倉
茶
屋
」

●
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
と
味
を
楽
し
む

美
味
佳
楽
「
た
か
ひ
ら
」
（
四
街
道
市
）

健
康
、
文
化
、
ぬ
く
も
り
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
た
店

（
近
藤
文
子
オ
ー
ナ
ー
）
で
、
市
原
市
滝
口
の
「
キ
ャ

ッ
ツ
農
園
」
を
は
じ
め
、
袖
ヶ
浦
市
や
長
生
郡
長
南
町

な
ど
の
契
約
農
家
で
収
穫
さ
れ
た
安
全
野
菜
を
素
材
と

し
た
季
節
料
理
が
主
な
出
し
物
。
入
荷
次
第
で
料
理
メ

ニ
ュ
ー
は
変
わ
り
ま
す
。
２
月
某
日
、
メ
ニ
ュ
ー
は
キ

ャ
ベ
ツ
の
ロ
ー
ル
チ
ー
ズ
揚
げ
、
大
根
・
シ
イ
タ
ケ
の

薄
し
ょ
う
ゆ
煮
、
新
鮮
サ
ラ
ダ
な
ど
10
品
の
健
康
料
理

に
「
ぬ
く
も
り
」「
や
す
ら
ぎ
」「
銘
酒(
飲
み
放
題)

」

の
３
点
を
セ
ッ
ト
に
し
て
４
０
０
０
円
。毎月１回、同店で開かれる県内の各界

著名人によるトークリレーほか、同店

発行のコミュニティー誌「キャッツ便

り」に掲載のオーナーで詩人の近藤文

子さんの詩や「健康への道」が好評。

千葉市中央区富士見
2-17-3 京葉ビル１Ｆ
043-224-0020

京成千葉中央駅から徒
歩約５分
18:00～23:00
昼・夜のパーティー可
日・祝祭日　　 20席

★本誌持参の方、日本酒
か焼酎「磨」（各720ml）
プレゼント

●
知
と
食
の
文
化
が
集
う
キ
ッ
チ
ン
サ
ロ
ン

季
節
料
理
「
キ
ャ
ッ
ツ
」
（
千
葉
市
）

歴
史
・
自
然
・
文
化
の
ま
ち
佐
倉
で
進
め
ら
れ
て
い

る
中
心
市
街
地
活
性
化
事
業
の
一
環
と
し
て
、
空
き
店

舗
を
改
装
し
て
一
年
前
に
開
店
。
観
光
客
や
地
域
住
民

の
”
お
も
て
な
し
と
く
つ
ろ
ぎ
の
場
“
で
す
。
地
元
の

日
本
茶
店
と
共
同
開
発
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ
レ
ン
ド
茶

と
手
づ
く
り
和
菓
子
を
メ
イ
ン
に
、
麦
と
ろ
定
食
（
毎

週
水
曜
限
定
20
食
）
や
焼
き
味
噌
お
む
す
び
な
ど
が
好

評
で
、
今
後
も
地
元
産
品
を
生
か
し
た
ア
イ
デ
ア
メ
ニ

ュ
ー
が
続
々
登
場
の
予
定
。
店
の
奥
に
は
ギ
ャ
ラ
リ
ー

や
手
作
り
工
房
が
あ
り
、
ア
ー
ト
作
品
も
販
売
中
。

夜はよりグレードアップし、フグ、ア

ンコー、カキなど、お好みで選べる季

節の鍋料理のほか、前菜、刺し身、焼

き魚、揚げ物、蒸し物、酢の物など13

品で１人前5,250円から（同）。

（
佐
倉
市
）

まちづくりセット（煎茶と和菓子）315円。

ほかにゆめづくりセット（ほうじ茶と和

菓子）、ひとづくりセット（くき茶と和菓

子）各315円。それぞれのお茶も販売中。

煎茶100ｇ1050円、ほうじ茶60ｇ525円、

くき茶100ｇ525円。




